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中世土器の世界

中世土器の確立

　平安時代になると、素焼きの土師器を

燻
いぶ　やき

し焼にし、炭素（煙）を吸着させた黒色

土器が現れます。器に保水性をもたせるた

めの工夫とみられ、内側だけを黒化させた

もの（黒色土器Ａ類）から全体を黒化させ

たもの（黒色土器Ｂ類）が主体をしめるよ

うになり、11 世紀には灰白色の素焼きの

土器を燻した瓦
が き

器が出現します。器の形は

平安時代の間に底部が広い杯
つき

から底部が小

さな椀
わん

の形に変っていき、規格性をもった

椀と皿の組み合わせが確立します。瓦器椀

は 14 世紀の南北朝時代までありますが、

だんだんと退化してゆき、形だけのものに

なり、儀式用の使い捨ての器であったこと

をものがたっています。
１　黒色土器Ａ類椀・皿、黒色土器Ｂ類椀　　　　

　　奈良市内各地　平安時代（8世紀末～ 11 世紀）

２　瓦器椀・皿

　　奈良市内各地

　　平安時代後半～室町時代

　　（11 世紀末～ 16 世紀）

１　この冊子は、平成 23 年 11 月１日～平成 23 年 12 月 28 日まで奈良市埋蔵文化財調査センターで　

　　開催する、平成 23 年度秋季特別展「南都の繁栄ー平城京その後ー」の解説パンフレットです。

２　掲載写真は、奈良市埋蔵文化財調査センターが撮影したものと、新規に佐藤右文が撮影した写真　

　　（１～３・５～ 11・13 ～ 20 ・24・25・28・31・34・35・40・41・43）を使用しました。

３　本書の執筆は、森下惠介・三好美穂・安井宣也・中島和彦・奥井智子・久保清子が担当しました。

４　掲載写真は展示品のすべてではありません。

５　本書の編集・レイアウトは埋蔵文化財調査センター職員の協力のもとに、久保清子が行いました。

例　言

黒い器　～黒色土器から瓦器へ～

　時代が古代から中世に変わると、それと共に土器の様相も変化してゆきます。奈良時代の土器は、主に土
は じ き

師器と須
す

恵
え き

器から構成され、少数の黒
こくしょく

色土
ど き

器と奈良三
さんさい

彩がありましたが、平安時代に入ると須恵器が減り、黒色土器が増加

します。またさらに緑
りょくゆう

釉陶
とうき

器・灰
かいゆう

釉陶
とうき

器が加わります。これらは主に国家とくに都城内での需要に応えるものでし

た。その後の平安時代後半には大きな変化がおこります。この時期の土器には、土師器、瓦
が き

器、須恵器、常
とこなめ

滑などの

東海地方産の陶器があります。これらはその特性に合った形のものを、専門にかつ大量に生産しています。また中国

産陶磁器を含め、この時期以降日本列島内に広く多量に出土する土器が出現します。当時芽生えつつあった列島規模

の商品生産・流通がうかがえ、奈良もその渦中にあることがわかります。中世土器の時代が始まったのです。

南都の諸郷
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土師器皿の変化　～ 1300 年の歴史の器～

　奈良市内の中世遺跡の発掘調査では、ほぼ必ずといっていいほど土師器皿が出土します。素焼きで手のひらにのり

そうな土師器皿は、作り方もいたってシンプルで、内面を平滑になでた後、形を整えるために口縁部に沿って横方向

になでるだけで、外面は手で形づくったときのままの凹凸を残します。ロクロは使っていません。奈良では同様な作

り方で、奈良時代から現代まで土師器皿を作りつづけています。土師器皿が、同一の製作技術を保ちながら 1000 年

以上も作り続けられる地域は、中世京都を除いて他にありません。

　単純な形の土師器皿ですが、時期により少しずつ変化します。平安時代前半では、杯
つき

と椀と皿が作りわけられてい

ますが、しだいにその差がなくなり、平安時代後半には大小の皿だけになります。またこの皿を時代順に並べると、

徐々に口径が縮小することがわかります。平安時代後半では口径 15 ㎝の大皿が、室町時代の後半では 8 ㎝ほどにな

ります。また形や土の色も微妙に変化します。これらの変化から、土器の新古がさらには時代も判明します。土師器

皿は、古代から近世まで長期間作り続けられており、遺跡の時代を測る良好なものさしとなります。

　また土師器皿は、井戸や土坑からほとんど使用した痕跡がない状態で、割れずにしかも大量に出土します。瓦器と

同様に、使い捨ての器だったと考えられます。

３　土師器杯・皿・椀　奈良市内各地    

    奈良～室町時代（８～ 16 世紀）

５　土師器甕・羽釜　奈良市内各地

　　奈良～室町時代（８世紀後半～ 17 世紀初頭）　

赤土器・白土器

　鎌倉時代後半から室町時代前半の土師器皿には、意図的に

白い色調に作った一群が出現します。一方従来の土師器皿は

鎌倉時代前半から赤みが強い胎土のものが増し、後半には赤

い色調のもののみとなります。いずれも小皿には、底面を上

方へ押し上げて上げ底状にした「へそ皿」があります。同様

な特徴が、同時期の中世京都の土師器皿でも見られ、京都か

らの影響が考えられます。赤と白の土師器皿を使いわける、

なんらかの儀式の流行があったのでしょう。

　室町時代後半の奈良に関する文献には「赤土器座」と「白

土器座」の名が見られますが、この時期の土師器皿の色調は

すべて黄土色系で、赤白の色調が失われた時期になります。
４　土師器皿出土状態　中世奈良（高天）遺跡

　　室町時代（14 世紀後半～ 15 世紀前半）　

羽釜の変化

　

羽
は

釜
がま

とは、釜の体部に鍔
つば

（羽）を水平にめぐらせた煮炊き具のことで、火にかける際には、現在と同様に、鍔を

竈
かまど

にかけて使用すると考えられています。古代にも羽釜は存在しますが、煮炊き具の主体は甕
かめ

でした。中世では逆転

し、甕より羽釜が主体を占めるようになります。当初は、砂を多く含む粘土でつくられ、器壁は厚く、体部の最大径

よりも広い、厚みのあるしっかりした鍔が貼り付けられており、手にとると、両手にずっしりとした重さを感じます。

しかし時期が下るにつれ、よりきめ細かく精良な粘土が使われ、器壁の薄い、短い鍔の小さい簡素なものになります。

中には、鍔が体部の最大径を越えないものもあり、大きさの割には軽いと感じるほどになります。

羽釜の軽量化は、製作技術が向上した結果といえますが、生産者が消費者のニーズに応えた結果であるとも考え

られます。また鍔が簡素になったのは、火にかける方法が変化したためと考えられます。ひいては、新たな材料や調

理方法が生活に取り入れられ、生活スタイルが変化したことを示している可能性があります。
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７　灰釉陶器　　　

　　奈良市内各地　

　　平安時代　　　

　　（９～ 10 世紀）

　平安時代になると、緑釉陶器や灰釉陶器と呼ばれる釉
ゆうやく

薬を施した焼物（施
せゆう

釉陶
とうき

器）が多量につくられるようになり

ます。緑釉陶器は硅
けい

酸
さん

鉛
なまり

を主成分に銅を呈
てい

色
しょくざい

剤とし、灰釉陶器は植物の灰を主原料にしたものです。８世紀代に作

られた奈良三彩の多くは金属製仏器や須恵器を模した形態をとりますが、緑釉陶器や灰釉陶器の大部分は中国（唐）

の陶磁器類の碗・皿を模しています。「青
あおし

瓷」と呼ばれた緑釉陶器は唐の青磁を、「白
しろし

瓷」と呼ばれた灰釉陶器は唐の

白磁を意識して作られたと考えられています。また、奈良三彩は限定的な豪
ごうしゃひん

奢品で生産量も少なかったのに対し、緑

釉陶器・灰釉陶器は、日常の食器として使う人々の階層的な広がりとともに需要が増加し、大量生産されたものと考

えられます。

６　緑釉陶器　　　　　　

　　奈良市内各地　　　　

　　平安時代　　　　　　

　　（９～ 10 世紀）

唐物の世界　～輸入陶磁器～

　中国で生産された陶磁器は、当時広く世界に輸出

され、その波は日本列島にも及んでいました。中世

奈良遺跡とその周辺では、各時代を通して中国産陶

磁器が出土し、時代ごとの輸入陶磁器の変化が追え

ます。主要なものを列挙すると、平安時代前半には

越
えっしゅうよう

州窯系青
せいじ

磁・定
ていよう

窯系白
はくじ

磁が、平安時代後半から

鎌倉時代には、中国南部沿岸産の白磁と同
どうあん

安窯
よう

系・

龍
りゅうせんよう

泉窯系の青磁が、室町時代には、これらに青花

が加わります。

　平安時代後半からは、陶磁器の出土量がそれまで

に比べ激増し、農村部でも普遍的に出土します。一

方都市部では、褐釉陶器壷や白磁合子など珍しいも

のが一定量出土し、質の差が見られます。

８　輸入磁器　奈良市内各地　　　　　　

　　平安時代　唐～宋代　（９～ 10 世紀）

９　輸入陶磁器　奈良市内各地　

　　平安時代後半～鎌倉時代　　

　　宋代（12 ～ 13 世紀）

青と白へのあこがれ　～緑釉陶器と灰釉陶器～

10　輸入陶磁器　　

　　奈良市内各地　

　　室町時代　　　

　　明代（14 ～

　　17 世紀初頭）
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　中世陶器の源流には、奈良時代以来の須恵器と、平安時代前半に須恵器から発達した灰釉陶器の２つがあります。

須恵器の系譜には、東播磨の神
かみで

出・魚
うおずみ

住で生産された中世須恵器、備前産陶器が、灰釉陶器の系譜には、瀬戸・常滑

・信楽・丹波産の陶器があります。この中で瀬戸産陶器は、中世で唯一釉薬をかけた焼物で、食器類・壷などを生産

します。一方瀬戸を除く他の生産地では、釉薬をかけない壷・甕・鉢を主に生産しています。いずれも、日本列島全

域に製品を広く流通させています。中世奈良遺跡では、主要な産地の陶器は一定量出土しますが、室町時代には信楽

産の陶器が、比較的多く出土することが特徴です。また

陶器の他にも、他地域産の土師器や瓦器、肥前産の石鍋

が出土しており、当時の物流をものがたっています。

13　須恵器・国産陶器　奈良市内各地

　　平安～室町時代（12 ～ 16 世紀）

16　瓦質土器火鉢　大安寺旧境内

　　室町時代（15 世紀前半）

12　備前産甕　　

　　中世奈良　　

　　（椿井）遺跡

　　室町時代

　　（16世紀前半）

花かたにやくなら火ばち　～瓦質土器～

　室町時代から江戸時代の初めには瓦作りの技法を焼き物に応用したとみられる瓦質土器が奈良で多くつくられまし

た。西の京付近で作られたとみられる奈良火鉢や奈良風炉は有名で、京にも盛んに売り出されました。これらは青銅

製品の代用品であることが多く、15 世紀の『三十二番職人歌合』には「火鉢うり」が描かれ、「八重さくら　名にお

ふ京のものなれは　花かたにやくなら火ばちかな」の歌が添えられ、輪花形に作った奈良火鉢のことを歌っています。

17　瓦質土器風炉・羽釜・擂鉢・香炉

　　奈良市内各地　

　　室町時代（14 世紀～ 17 世紀初頭）

11　常滑産甕　　　　　　

　　中世奈良（高畑）遺跡

　　鎌倉時代末

　　（13 世紀前半）

14　瓦質土器盤　中世奈良（林小路）遺跡

　　平安時代末～鎌倉時代（12 世紀後半）

15　瓦質土器火鉢　奈良市内各地

　　室町時代（14 ～ 16 世紀）

中世陶器の隆盛　～国産陶器～
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20　左：蓮華巴紋軒丸瓦　

　　　　大安寺旧境内（大安寺四丁目）

　　右：巴紋軒丸瓦　

　　　　大安寺旧境内（大安寺一丁目）

　　　　平安時代後半（12 世紀初頭）

天平文化の伝流　～復古調紋様瓦～

文字瓦の流行瓦作りの伝統

　都が平城京から平安京に遷った後も、寺院は奈良にとどまりました。都の建物の甍を飾るために培われた瓦作りの

技術は、その後も引き継がれ、寺院の堂塔の修理の際に活かされました。

　平安時代前半では、軒瓦の紋様は、奈良時代末頃のものと大きな変化はありませんが、大安寺旧境内からは、この

頃の軒瓦の中には、白鳳時代の紋様をまねて作られた復古調のものが見つかっています。

18　復古調軒丸瓦　　　　　

　　大安寺旧境内　

　　平安時代後半（11 世紀）

19　復古調軒平瓦　大安寺旧境内

　　左：平安時代前半（８世紀末

　　　　～ 10 世紀初頭）　　

　　右：平安時代後半（11 世紀）

巴紋の出現

　平安時代後半になると、軒瓦の紋様

と大きさは多様化していきます。軒丸

瓦では、蓮華紋の中房内に巴紋を飾る

ものが出現します。巴紋は水流を表し

ていると考えられ、平安時代後半以降、

軒瓦の紋様として好んで用いられるよ

うになります。

21　「東大寺大佛殿」文字紋軒瓦　東大寺旧境内

　　鎌倉時代前半（12 世紀末）

22　「大安寺寶塔」「大安寺」文字紋軒瓦　

　　大安寺旧境内　　　　　　　　　　　

　　鎌倉時代後半（13 世紀中頃）　　　　

　　

鎌倉時代に入ると、治承四年（1180）平重衡による南都焼き打ちにあった東大寺や興福寺をはじめ、各寺院で復興

事業が盛んに行われました。その際に作られた軒瓦には、瓦当面に「東大寺大佛殿」や「大安寺」・「大安寺寶塔」と

いった寺院名や堂塔名を飾るものが多くみられます。



32　花鳥文鏡　中世奈良（井上）遺跡

　　室町時代（14 世紀）

31　双鳥文六稜鏡　中世奈良（今小路）遺跡

　　平安時代（11 世紀）　

12 13

　奈良時代から続く瓦作りの高い技術は、平安時代以降の寺院の復興や修理に活かされ、伝わり続けました。戦国時

代に、全国に先駆けて奈良で築かれた城の屋根を瓦葺きにすることができたのは、この優れた瓦作りの技術が受け継

がれてきたからだといえます。その城とは永禄年間（1558 ～ 70）に松永久秀によって築かれた多聞城で、当時城を

訪れたポルトガル人宣教師は白壁に生える黒一色の瓦葺きの美しさと、一度葺けば四、五百年は保つ技の高さに感嘆

したことを記録に残しています。

25　法隆寺同笵軒平瓦　多聞城跡

　　室町時代後半（15 世紀）

23　多聞城創建軒瓦　多聞城跡

　　室町（戦国）時代（16 世紀）

24　多聞城創建軒平瓦　多聞城跡

　　室町（戦国）時代（16 世紀）

　曲物のように、日々の生活で身近に使われていたもの

から、冠婚葬祭、戦などさまざまな場面で使われている

道具類があります。これらは絵巻物の中にも多く描かれ

ており、当時の道具の種類や使い方がわかり、人々の暮

らしぶりが伝わってきます。

　平安時代に入ってからも、奈良時代に好まれた唐鏡の

影響を受けた鏡が作り続けられますが、平安時代後半に

は、日本でみられる身近な草花や鳥などを飾る和鏡が作

られるようになります。

寺から城へ

製作技法の変化

26　顎貼り付け技法　東大寺旧境内

　　鎌倉時代前半（12 世紀末）　

27　瓦当貼り付け技法

　　大安寺旧境内

　　鎌倉時代後半　　

　　（13 世紀中頃）

28　顎貼り付け技法　多聞城跡

　　室町（戦国）時代（16 世紀）

　

　中世以降の軒平瓦の製作技法は、一部の地域を除き

鎌倉時代前半にみられる顎
あご

貼り付け技法から鎌倉時代

後半以降にみられる瓦当貼り付け技法、そして室町時

代末に復活する顎貼り付け技法へと変化しています。

顎貼り付け技法とは、平瓦凸面の広端に別粘土を貼っ

て瓦
が と う ぶ

当部とする方法で、瓦当貼り付け技法とは、平瓦

広端凸面側を斜めに削り、瓦当用粘土を接合する方法

です。瓦当貼り付け技法の中でも変化がみられ、室町

時代に入ると顎後縁に面取りを施すものが作られるよ

うになり、15 世紀前半には、軒平瓦の瓦当外区面を

平滑に仕上げて作るものがみられるようになります。

くらしの品々

中世奈良のくらし

30　鉄製轡　佐保田庄遺跡

    平安時代末～鎌倉時代（12 世紀後半）　

29　「湯屋□延久参年四月十日」墨書曲物

　  西ノ京遺跡

    平安時代後半（11 世紀後半）
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33　皇朝十二銭　奈良市内各地　　

　　奈良～平安時代（８～ 10 世紀）

34　北宋銭　奈良市内各地　　

　　平安時代　宋代（10 ～ 12 世紀）

35　明銭　中世奈良（中院・鵲）遺跡

　　室町時代　明代（14 ～ 15 世紀）

36　蛭
ひるもきん

藻金　中世奈良（北室町）遺跡

　　室町時代末（16 世紀）

中世流通の銭貨 人々の祈り

40　ごんぱい　中世奈良（北室）遺跡

　　室町時代（14 世紀末～ 15 世紀初頭）

38　人
ひとがた

形　法華寺町所在遺跡

　  平安時代前半（９世紀）

39　能面　菅原東遺跡

    室町時代（15 世紀）

　平安時代以降も奈良時代の和同開珎から続く銭貨

（皇朝十二銭：隆平永寶、富壽神寶、承和昌寶、長年大寶、

饒益神寶、貞観永寶、寛平大寶、延喜通寶、乾元大寶）

が国家により発行されますが、時代が下るにつれて小

さくなり、鉛の含有量も増え、やがて 10 世紀後半には、

国家による貨幣鋳造は行なわれなくなります。しかし、

その後さまざまな物流が盛んになり経済が発展するに

つれて、貨幣の必要性はさらに高まり、12 世紀後半

以降は、中国から良質な渡来銭（宋銭・明銭）が輸入

され、流通するようになります。

　蛭
ひるもきん

藻金は金塊をたたき延ばして長楕円形の薄板状したもので、表面には

槌
つ ち め

目がつき、水草のヒルムシロの葉に似ることからその名があります。見

つかったものは切断されており、切り遣いされる金地金でもあったことが

わかります。完存したものは、安土城下町遺跡、一乗谷朝倉氏遺跡のいず

れも 16 世紀後半の遺跡から出土しており、戦国時代につかわれた小判の

先駆形態であるといえます。

病気快癒や無病息災を祈り、穢れを祓うためのまじないなどに使われた人形、神や仏に清らかなる音色を捧げ、魔

除けの意味もこめられた金色の鈴、能の中でも神聖視される翁の面、五穀豊穣や世の安泰の願いを込め、神に捧げら

れた大小のごんぱいなど、祈りに捧げられた品々からは、当時の人々のより良い暮らしと幸せを願う気持ちが伝わっ

てきます。

37　金銅鈴　西ノ京町所在遺跡

　  平安時代前半（10 世紀中頃～後半）
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41　蔵骨器　古市城山遺跡

　　室町時代（15 世紀中頃～後半）

42　卒
そ と ば

塔婆　菅原東遺跡　　

　　室町時代（15 世紀中頃）

死者への弔い

展示品の出土した主な遺跡　1/50,000

　人はやがて死を迎え、葬られる日がやってきます。死者を埋葬するための墓は、地域性や身分の違いなどによりさ

まざまなものがありました。室町時代には、仏教の普及定着や生産の向上、地縁的結合（惣村）を背景に村々の集

団墓地がつくられました。古市城山遺跡で見つかった墓地も 14 世紀末から 16 世紀にかけてつくられた火葬墓群で、

蔵骨器として用いられた土師器羽釜には、真言や梵字、被葬者の法名、没年号等が墨で記されているものがありま

す。また、この頃の墓には卒
そ と ば

塔婆がたてられるものもありました。この他、死者への弔いとしては、追善供養として

杮
こけらきょう

経がつくられたりしています。

43　柿
こけらきょう

経　大宮町七丁目所在遺跡

　　室町時代（16 世紀）　　



18 19



20 21



平成 23 年度　秋季特別展

南都の繁栄 ― 平城京その後 ―

平成 23 年 10 月 31 日発行

編集　奈良市埋蔵文化財調査センター

発行　奈良市教育委員会

22

年　表



開催期間　2011 年 11 月 1 日（火）～ 12 月 28 日（水）


